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　農業体験学習の受け入れは３
回目で、今回初めて男の子を４
人受け入れました。
　１日目は最初に、高館橋東側
のほ場で行われたライスアート
に参加してもらいました。子ど
もたちははだしになり大喜びで
田植えに取り組んでいました。
　自宅に着いてからは、タケノ
コ掘りや犬の散歩で大はしゃぎ
をしていました。カエルやアカ
ハライモリを見つけて喜んでい
たのがほほ笑ましかったです。
　夕食では八斗作り体験とバー
ベキューをして楽しみ、２日目

の朝食ではもちを一緒に作って食べました。おいしいと
言いながらたくさん食べてくれてうれしかったです。
　朝食後は畑で豆の種まきをしてもらい、近くの貯水池
を散歩した後、木工芸館からの一帯の眺めを楽しみまし
た。自然と生き物に触れたこの２日間が、子どもたちに
とって一つのいい思い出になってくれればうれしいです。
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　わが家では今回、４人の男の
子を受け入れました。
　初日は雨模様で、作業ができ
るかどうかと心配しましたが、
少し待つと雨が上がってくれた
ので、早速畑でナスの苗植え作
業を体験してもらいました。260
本ほどあった苗があっという間
に植えられ、子どもたちの手際
のよさに感心させられました。
　夕食では、恒例の手作りギョ
ーザをメーンにしました。自分
で作ったおいしさからか、焼き
ギョーザ、水ギョーザ合わせて
１人30個以上ずつ食べ「おなか

いっぱい！」と満足した様子。私もうれしかったです。
　２日目はナスの苗植え作業の続きを行った後、朝食の
もちを食べ、北上川の眺めを一緒に楽しみました。
　４人は礼儀正しくみんないい子で、私も楽しく接する
ことができました。今回の体験が、いい思い出として子
どもたちの記憶に残ってくれればうれしいです。
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上　色の違う稲を植えて絵や
文字を浮かび上がらせる「ラ
イス・アートｉｎひらいずみ」
（農事組合法人アグリ平泉主
催）の田植えが５月30日、高
館橋東側のほ場約1.2㌶で開
催。町民とともに緑が丘中の
生徒115人が参加し、加工米
「どんぴしゃり」と古代米「紫
稲」の苗を植え分けた／右　
緑地を背景にくっきりと浮か
び上がった「平泉」の文字と
ロゴマーク＝６月下旬
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　平泉での農業体験は初めての事ばか
りで新鮮でした。畑での仕事は、トウモ
ロコシや豆の苗植えの作業をさせてい
ただきました。農家の方たちが優しく
教えてくださったので楽しく作業する
ことができました。夕飯でいただいた
おもちは、とてもおいしかったです。平
泉では普段できない体験ができ、とて
も良かったです。たくさんの自然に触
れることができた楽しい３日間でした。
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　僕は今回初めて農業に携わりました。
一番印象に残っているのは田植えです。
田植えは足が疲れて大変でした。草む
しりもしましたが、筋肉痛になってと
ても疲れました。このような農業体験
を通して感じたことは、作物を作るこ
とはとても大変だということです。そ
れと同時に大きなやりがいを感じまし
た。そして、農家の方への感謝の気持
ちを忘れてはいけないと実感しました。
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　楽しみだった農業体験は農家の方が
優しく丁寧に教えてくださり自分がす
る仕事がよく分かり楽しく行えまし
た。また、私たちが普段食べている野
菜や果物がどれほどの苦労を経てでき
るのかが分かりました。そして、食べ
物を食べるときは作ってくれた農家の
方や自分の命と引き換えに私たちにエ
ネルギーをくれる食べ物への感謝の気
持ちを忘れてはならないと感じました。
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　私が農業体験で学んだことは、食べ
物が私たちの所に来るまでには、たく
さんの人の苦労がかかっていたという
ことです。実際に苗植えをしてみて、
改めて農家の皆さんの苦労やありがた
みが伝わりました。これからはお米の
一粒一粒を大事に食べていきたいと思
います。
　農家の皆さん、本当にありがとうご
ざいました。
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▲作業の合間にパチリ！（斎藤修子さん宅宿泊生徒）
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「
元
気
に
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）

▲「そうそう、その
　調子」。くわの使い
　方を熱心に学んだ
　（小埜寺金市さん
　宅宿泊生徒）


